
　講演会シリーズ「電脳設計論壇」の第

6 回は 2021 年 3月 12日に開催された。

今回の講師は水谷晃啓氏である。氏は豊

橋技術科学大学の准教授であり、2017

年に「建築設計情報学研究室」を立ち上

げ、理論的研究、教育・社会貢献、実

践的研究の３つを柱として活動されている。

　講演では、水谷氏の研究の基底となる

丹下研のコンピュータ利用についてお話

しを頂いた。また研究室の学生諸氏から

も最新のテクノロジーを利用して地域の

伝統的活動やコミュニティ形成に貢献し

た活動事例などの紹介や、プログラミン

グを利用してパッラーディオのヴィラを分

析した研究の紹介があった。

　1960 年代は都市・建築に関するコン

ピュータ利用の黎明期であり、一般に広

く知られてはいないが、丹下健三も設計

にコンピュータを積極的に利用していたそ

うである。同時代の設計者・研究者が構

造や建築計画の分野で建築的視点での

コンピュータ利用を試みていたのに対して、

丹下研は都市的視点を持って取り組んで

いた点が特徴のひとつであるという。

　いくつか紹介された事例のうちの一つ

に、敷地の視覚構造に関するシミュレー

ションがあった。これは高低差のある敷

地をグリッドにより細分化し、各点に高

度を入力することで眺望範囲をシミュレー

トするものであるが、この数年で徐々に

一般的になってきた感があるGrasshopper

を用いた視線のシミュレーションを想起さ

せる。半世紀以上前にすでに現代と同一

の発想でコンピュータが利用されていたこ

とはとても興味深い。

　また、技術的な問題から実現はしてい

ないものの、丹下らが構想した「ウルゴリ

ズム」の概念はフィードバック回路を持つ

今日の機械学習に近いものであったと

言う。

　丹下研でのコンピュータ利用の実態や

構想についての研究に加え、水谷氏は自

身が分析した丹下のデザイン手法を再現

する試みも行っている。

　「東京計画 1960の構成のスクリプト

化」がそれで、丹下モデュールや関係者

の言説を手掛かりに分析することで設計

のアルゴリズムを見出し、実際にスクリプ

トに落とし込んで東京計画の3Dモデル

が作成され、さらに同アルゴリズムによ

る他のパターンの例も示された。

　ここで注意したいのは、東京計画

1960は丹下研のコンピュータ利用が始ま

る前の作品であり、丹下自身は計画にコ

ンピュータを用いていない点である。にも

関わらず、半世紀もの時を経ても計画が

きれいに再現できるのは、丹下のデザイ

ン手法がコンピュータ利用以前からアル

ゴリズミックなものであったことの証左で

ある。水谷氏が東京計画に取り組んだ意

図はこの点にあり、丹下の50年代のアー

バンデザインの理論と、60 年代のコン

ピュータ利用とが関連していることを示す

ための研究としてこのスクリプト化の試み

は位置付けられている。

　ここまでの講演内容から、水谷氏の関

心は「丹下研のコンピュータ利用の実態」

にも向いているが、それと同等か或いは

それ以上に「どのような発想を持ってコン

ピュータを利用していたか」に向いている

ことが察せられる。

　講演中、氏の口からは「マニエリスム」

という言葉が何度か発せられた。例えば

次のような文脈である。「『コンピュータで

曲線が扱えるようになったので曲線を多

用した建築を作ろう』といった思考は、目

的と手段が逆転してしまっていて本質的

ではない。それは『マニエリスム』に陥っ

てしまっている。」

　一方で、冒頭の作品紹介の場面では

次のような発言もあった。「設計にアルゴ

リズムを用いない場合もあるが、コン

ピュータ的思考は常に持ちながら設計を

している。」

　少し乱暴ではあるが、これらの言葉を

つなぎ合わせてまとめれば、「コンピュー

タ的思考」こそが設計に本質的な影響を

及ぼすものであり、それを伴わないコン

ピュータ利用は「現代のマニエリスム」と

いうことになるであろうか。

　シリーズの6回を終えたところでこれま

での電脳設計論壇を振り返ってみると、

講師の方々からは言葉は違えど「コン

ピュータ的思考」と似た趣旨の発言が度々

あったように思う。どうやら我々は、利用

可能なテクノロジーを知り、扱うためのス

キルを身につけることと並行して、思考

方法もアップデートする必要に迫られてい

るようである。

　改めて、「コンピュータ的思考」とは一

体何だろう。例えば「アルゴリズミックな

思考」と置き換えることもできそうだが、

それだけでは十分ではないように、私に

は思える。設計に本質的な影響を及ぼす

ような概念であれば、単なる思考方法と

いうよりはむしろ設計思想（イズム）に近

いものを想定した方が良いのかもしれな

い。例えばフォルマリズムやリアリズムと

いった既存の概念の関係性を変容させる

ほどに本質的であればとても面白い…な

どと妄想するのは、コンピュータに期待し

すぎだろうか。
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　JIA三重の令和 2年度の「森羅万象匠塾」
は、令和 3年 2月 19日に、地元四日市市
出身の落語家の林家菊丸さんを講師に迎え、
「笑いで免疫力アップ～日常会話に使えるプ
ロのネタ」という演題で開催されました。
　会場は富田の飛鳥神社という四日市市富
田町の由緒ある神社で、拝殿の中では、コ
ロナ禍ということで、密にならない様に席を
取り、十分な換気をとって行われました。
風通しの良い古い神社の拝殿の中で、2月
半ばの晩冬の寒さは高齢者の私には身にこ
たえました（笑）。
　この、飛鳥神社というのは、富田一色地
区の氏子神社であり、前の広い通りでは鎌
倉時代から続く「富田一色けんか祭」が毎年
お盆に開催されてる、有名な神社です。年
に何度か落語を演じられているそうです。
・笑うと免疫力が上がる。
林家菊丸さんは三重大学の特任教授とし
て特別授業を担当されていて、医学部で
「笑いと健康」というテーマで、笑うとどれ
だけ免疫力が上がるか実験。
笑うとナチュラルキラー細胞が活性化して、
免疫力が上がるそうです。
落語を聞く前と聞いた後で医学部の学生
の唾液をとって、免疫力をチェックしたが、
授業だと生徒は意識するので、あまり笑わ
ない。結果唾液チェックしたが、落語を聞
いた後の方が免疫力が下がってたという。
大失敗の実験のお話。
・落語の修業は江戸時代から内弟子制度
落語は屋号を師匠から頂いて商売するから
師弟関係が大事。
3年間は内弟子修業、雑用ばかりの修業。
修行中、炊事、洗濯、掃除、これらをす
ることで何か得るものがあるのか。
キャリアを重ねることで、後から振り返る
ことによって、あの時のあの修業がいかに
大事だったかが分かる。
修行中に教わる事の「三つの気」というの
がある。

1.気を読む：場の空気を読む。
2.気を働かせる：機転を利かす。先繰り
機転。

3.気を入れる：気合いを入れる、気持ち
を込める。
この三つの気が落語家として生きていく
上で、何よりも大切なこと。
落語のネタを教えてもらうより、おしゃ
べりのテクニックを得るよりも「三つの
気」を体得しておく事が必要。

・言葉の心理学
三重大の授業で「言葉の心理学」という
テーマで講演を行なった。
1.言葉は何気ないうちに心のうちが表れて
しまいます。
同じ返事を 2回繰り返した時は「本当
はそう思っていませんよ」ということを
の表れである。
一回で答えないと、相手に悟られるこ
とがあるので、気をつけないといけない。

2.本当に伝えたいことは、話の最後、後
半に持ってゆく。
これが効果的に伝わる。

　小話を挟みながらの落語の世界や「日常
会話に使えるプロのネタ」の話、楽しく聞く
ことができました。
　最後は古典落語で締めくくられました。
寒い辛さも忘れてしまう様な楽しい時間で
した。

　誰しも長い人生の中で、日常会話以外にも、
いろんな場で話す機会があると思います。
　そして私も何度か人前で話す機会があり
ました。

　忘れられないのは、中学校で、友人の生
徒会長選の立候補応援演説の為、壇上に上
がって、頭が真っ白になって、言葉が出なく
なったことは、当分の間、トラウマになって
いました。
　我々の仕事も打合せなどでお客さんと会
話する機会も多い、会話の仕方次第で仕事
をいただけるかどうかということもあったの

かもしれない。
　あまり喋るのが得意でないので、スピーチ
の本などで勉強したり、仲間とセミナーを
受けたこともありますが、それでもこんな程
度だから、もともと、あがり症なこともあるが、
やっぱり才能がないのだと諦めている。
　しかし一昨年、息子の結婚式で父親とし
て最後の締め、カッコ良く挨拶をしなければ
ならないことになり、藁にもすがる思いで、
スピーチ経験者の友人に相談し、アドバイス
してくれました。
　スピーチの話し手が、一瞬で聞き手を引
き込むために大切なこと。
　それは「つかみ」を大切にすることです。
この「つかみ」にもいくつかのパターンがあ
るようですが、聞き手の心が「ホッ」と和み、
思わず笑みを浮かべるような「つかみ」を用
意しました。
　それは息子が小学校の机の中でダンゴム
シを飼っていて、父兄参観の時に母親に見
つけられたというエピソードでした。
　バカな息子で良かったです（笑）。
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